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研究要旨 
献血は 16-69 歳で可能であるが、年齢によって実施可能な献血の種類が異なり、16 歳男女・17 歳女性

は 200mL 全血献血に限られている。若年層における献血推進活動においては、過剰供給とならないため
に 200ml 献血由来の血液製剤がどのように使用されているか実態を把握することが重要である。 

本研究では、令和３年度に株式会社ＪＭＤＣが保有する健康保険組合加入者のレセプトデータ（被保険
者本人と被扶養者 年齢 0 歳～74 歳、2020 年 1 月～2020 年 12 月:1 年間）を用いて、200mL 献血由来の
血液製剤を投与されている患者の特性や、原因疾患などの実態を明らかにした。令和４年度は、2021 年
7 月に厚生労働省に申請し、2022 年 3 月 29 日に提供された匿名レセプト情報・匿名特定健診等情報デー
タベース（NDB：National Data Base）のレセプトデータ（2012～2020 年度：9 年間）を使用して解析を
行ったが、2022 年 11 月、厚労省保険データ企画室より 2022 年 3 月 29 日に提供された NDB データに不
具合（2018 年 7 月～2022 年 7 月の個人 ID 一部誤り）あるとの連絡あり、算出した患者数に関する結果
に誤りが含まれる可能性があることが判明した。 

そのため、令和４年度の研究報告では、2012～2020 年度（9 年間）の処方量に関する結果のみ報告し、
患者数に関する結果については報告を控えることとした。また、令和４年度 4 月に 2012～2021 年度（10
年間）の NDB データを申請しているが、2023 年 4 月現在、未だ提供されていない。令和５年度は、現在
提供待ちである 2012～2021 年度の NDB データを用いて患者数を含めた再解析する予定である。 

 
令和４年度は、2012～2020年度（9年間）のNDBデータを用いて、現在販売されている血液製剤に移行後

の2015年～2020年度（6年間）について、200ml献血由来の血液製剤ごと（全血製剤、赤血球製剤、血漿製
剤、血小板製剤）に年齢階級別処方量を集計した。また、令和３年度研究にてJMDCデータのレセプト解析
で検討したアルゴリズムを用いて、200mL献血由来の血液製剤の処方傷病を分類した。 

 
その結果、以下のことが明らかになった。 
１．200mL献血由来の血液製剤別の年齢別処方状況 

全血製剤、赤血球製剤、血漿製剤の処方量は年々減少傾向あった。全血製剤と血小板製剤は処方量が
少なく、2020年では130袋、402袋であった。全血製剤と赤血球製剤、血小板製剤は、70歳以上の高齢
層で多く使用されており、令和3年度のJMDCレセプトを用いた解析では捕捉できていなかった結果とな
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った。血漿製剤は、10歳未満の小児で多く使用されていた。 
 
２．200mL献血由来の血液製剤の処方傷病分類 

全血製剤は、処方量自体が少ないが、総処方量の多い順に、外傷(22.7%)、悪性腫瘍(14.5%)、手術
(14.0%)の順に使用されていた。 

赤血球製剤は、手術(30.5%)、血液腫瘍(14.4%)、悪性腫瘍(11.9%)の順で使用されていた。年代別で
は、0-19歳：手術(36.0%)、血液腫瘍(22.5%)、悪性腫瘍(10.5%)、20-26歳：手術(30.0%)、血液腫瘍(18.8%)、
悪性腫瘍(12.9%)、70-100歳：手術(29.2%)、外傷(14.8%)、悪性腫瘍(11.9%)であった。 

血漿製剤は、手術(60.7%)、出産関係(6.1%)、血液疾患(4.8%)の順で使用されていた。年代別では、0-
19歳：手術(65.0%)、出産関係 (5.9%)、血液疾患(5.7%)、20-26歳：手術(44.4%)、出産関係(14.0%)、
血液腫瘍(9.2%)、70-100歳：手術(61.1%)、外傷(7.1%)、内視鏡手術(7.1%)であった。 

血小板製剤は、今回検討したアルゴリズムでは全てその他に分類された。令和５年度の再解析ではそ
の他の分類についてアルゴリズムの再検討を行う。 

 

Ａ．研究目的 
献血は 16-69 歳で可能であるが、年齢によって

実施可能な献血の種類が異なり、16 歳男女・17 歳
女性は 200mL 全血献血に限られている。若年層に
おける献血推進活動においては、過剰供給となら
ないために 200ml 献血由来の血液製剤がどのよう
に使用されているか実態を把握することが重要で
ある。 
本研究では、令和３年度に株式会社ＪＭＤＣが保有

する健康保険組合加入者のレセプトデータ（被保険者
本人と被扶養者 年齢0歳～74歳、2020年1月～2020
年12月:1年間）を用いて、200mL献血由来の血液製剤
を投与されている患者の特性や、原因疾患などの実態
を明らかにした。令和４年度は、厚生労働省が提供す
る匿名レセプト情報・匿名特定健診等情報データベー
ス（NDB：National Data Base）のレセプトデータを用
いて、200mL献血由来の血液製剤を投与されている患
者の特性や、原因疾患、投与期間などの実態を明らか
にし、200ml献血の必要性について検討するための基
礎資料を提示することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 
１． 対象 

表１に NDB データの申請について示す。抽出期間
は、【2021 年度申請分】データは、2012 年 4 月～
2021 年 3 月（9 年間）、【2022 年度申請分】データ
は、2012 年 4 月～2022 年 3 月（10 年間）とした。
抽出条件は、医科レセプト、DPC レセプト、調剤レセ
プトを対象に、血液製剤に関する医薬品（医薬品コー
ド全 457 件：表 2）を処方された患者の全レセプト
とした。【2021 年度申請分】データは、2021 年 7 月
に提供申出申請を提出し、同年 9 月の第２回審査を
経て、11 月に利用承諾を受け、2020 年 3 月末にデ
ータの提供を受けた。【2022 年度申請分】データは、
2022 年 4 月に提供申出申請を提出し、同年 6 月の第
１回審査を経て、7 月に利用承諾を受けたが、2023
年 4 月現在、未提供である。 

2012 年 4 月～2021 年 3 月（9 年間）の総データ
件数は、431.8 億件、総レセプト件数 13.2 億件（医
科レセプト 7.8 億件、DPC レセプト 0.4 億件、調剤レ
セプト 4.9 億件）、実患者数は約 1,445 万人（ID1 換
算）、そのうち、200ml 献血由来の血液製剤処方あり：
561,337 人 約 56 万人であった。（表 3） 
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表 1 NDB データの申請 

 【2021 年度申請分】 【2022 年度申請分】 
抽出期間 2012 年 4 月～2021 年（9 年間） 2012 年 4 月～2022 年 3 月（10 年間） 
申請日 2021 年 7 月 2 日 2022 年 4 月 1 日 
審査月 2021 年 9 月（2021 年度第 2 回） 2022 年 6 月（2022 年度第 1 回） 
承諾通知日 2021 年 11 月 5 日 2022 年 7 月 5 日 
データ提供日 2022 年 3 月 29 日 2023 年 4 月現在、未提供 
提供データの種類 特別抽出情報 
レセプトの種類 医科レセプト、DPC レセプト、調剤レセプト 
抽出条件 血液製剤に関する医薬品（医薬品コード全 457 件：表２）を処方された患者※の全レセプト 
 ※ID1 もしくは ID2 で紐づく患者（ID1,ID2 ともハッシュ値により匿名化されている） 

ID1=保険者番号＋被保険者番号＋性別＋生年月日 
ID2=氏名＋性別＋生年月日 

 
表 2 NDB データ抽出時に用いた血液製剤に関する医薬品コード一覧 

医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名   医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名  医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名  

64 63 40 42 7 “化血研”ガンマーグロブリン 150ｍｇ  62 11 51 30 1 献血ベニロン-I 静注用 500mg10mL(溶解液付)  64 04 53 16 3 ポリエチレングリコール処理抗ＨＢｓ人免疫グロブリン千単位 5mL  

64 63 40 32 8 ガンマーF「日赤」2.5ｇ50mL(溶解液付)  64 63 40 45 8 献血ベニロン-Ｉ1ｇ20mL(溶解液付)   64 63 40 34 8 ヘ パ ト セ ー ラ 1,000 単 位 5mL 

64 63 40 32 2 ガンマーF「日赤」500ｍｇ10mL(溶解液付)   64 63 40 45 9 献血ベニロン-Ｉ2.5ｇ50mL(溶解液付)   64 63 40 34 4 ヘ パ ト セ ー ラ 200 単 位 1mL 

62 11 57 60 8 ガンマーグロブリン筋注 1500mg/10mLＫMＢ150mg   64 63 40 45 7 献血ベニロン-Ｉ500ｍｇ10mL(溶解液付)   62 11 53 50 7 ヘパトセーラ筋注 1000 単位/5mL1,000 単位 

62 11 57 61 4 ガンマーグロブリン筋注 1500mg/10mL 化血研 150mg   64 04 53 07 4 献 血 ベ ニ ロ ン -Ｉ 5ｇ (溶 解 液 付 )  62 11 53 60 6 ヘパトセーラ筋注 200 単位/1mL 

62 11 57 60 5 ガンマーグロブリン筋注 450mg/3mL「ＫMＢ」150mg  64 63 40 31 9 ベ ニ ロン 2.5ｇ 50mL(溶 解液 付)  62 11 53 50 6 ヘパトセーラ筋注 200 単位/mL1,000 単位 5mL 

62 11 57 61 3 ガンマーグロブリン筋注 450mg/3mL「化血研」150mg  62 21 92 30 2 献血ポリグロビンＮ10%静注 10g/100mL   62 11 53 60 5 ヘパトセーラ筋注 200 単位/mL1mL 

64 63 40 43 5 ガンマガード 2.5ｇ50mL(溶解液付)  62 25 23 50 1 献血ポリグロビンＮ10%静注 2.5g/25mL  64 63 40 35 2 ヘブスブリン 1,000 単位 5mL(溶解液付) 

62 00 07 25 9 ガンマガード静注用 2.5g50mL(溶解液付)  62 21 92 20 2 献血ポリグロビンＮ10%静注 5g/50mL   64 63 40 35 0 ヘブスブリン 200 単位 1mL(溶解液付)  

62 26 07 40 1 ガンマガード静注用 5g96mL(溶解液付)  62 17 58 00 2 献血ポリグロビンＮ5%静注 0.5g/10mL500mg  62 14 50 60 2 ヘブスブリン IH 静注 1000 単位 1,000 単位 5mL  

64 63 40 42 8 ガンマグロブリン-ニチヤク 150ｍｇ  62 17 58 10 2 献血ポリグロビンＮ5%静注 2.5g/50mL  62 11 59 10 4 ヘブスブリン筋注用 1000 単位 1,000 単位 5mL(溶解液付)  

62 11 57 60 2 ガンマグロブリン筋注 1500mg/10mL ニチヤク 150mg   62 17 58 20 2 献血ポリグロビンＮ5%静注 5g/100mL   62 11 59 00 4 ヘブスブリン筋注用 200 単位 1mL(溶解液付)  

62 11 57 60 1 ガンマグロブリン筋注 450mg/3mL「ニチヤク」150mg  62 21 92 30 1 日赤ポリグロビンＮ10%静注 10g/100mL   64 63 40 38 0 テ タ ガ ム Ｐ 2 5 0 国 際 単 位 

64 63 40 32 9 ガンマ・ベニンＰ2.5ｇ50mL(溶解液付)  62 21 92 20 1 日赤ポリグロビンＮ10%静注 5g/50mL   62 00 07 37 7 テタガムＰ筋注シリンジ 250250 国際単位 1mL  

64 63 40 32 3 ガンマ・ベニンＰ500ｍｇ10mL(溶解液付)   62 17 58 00 1 日赤ポリグロビンＮ5%静注 0.5g/10mL500mg  64 63 40 38 1 テ タ ノ セ ー ラ 2 5 0 国 際 単 位 

64 63 40 43 0 人免疫グロブリン「日赤」150ｍｇ  62 17 58 10 1 日赤ポリグロビンＮ5%静注 2.5g/50mL  62 11 54 20 5 テタノセーラ筋注用 250 単位 250 国際単位 

64 63 40 05 4 人 免 疫 グ ロ ブ リ ン 1 5 0 m g  62 17 58 20 1 日赤ポリグロビンＮ5%静注 5g/100mL   64 63 40 38 2 テ タ ノ ブ リ ン 2 5 0 国 際 単 位 

64 04 50 01 2 グ ロ ブ リ ン - Ｗ ｆ 1 5 0 ｍ ｇ  62 00 04 16 3 日赤ポリグロビンＮ注 5％2.5ｇ50mL  64 04 41 02 2 テタノブリン-IH1,500 国際単位 6 

62 11 57 60 4 グロブリン筋注 1500mg/10mL「ＪＢ」150mg  62 00 04 16 2 日赤ポリグロビンＮ注 5％500ｍｇ10mL  64 04 41 02 1 テ タ ノ ブ リ ン -IH250 国 際 単 位 

62 11 57 61 6 グロブリン筋注 1500mg/10mL「ベネシス」150mg  62 00 04 16 4 日赤ポリグロビンＮ注 5％5ｇ100mL  62 11 61 80 3 テタノブリン IH 静注 1500 単位 1,500 国際単位 

62 11 57 61 7 グロブリン筋注 450mg/3mL「ＪＢ」150mg  64 63 40 45 0 ポ リ グ ロ ビ ン Ｎ 2 . 5 ｇ 5 0 m L  62 11 61 70 3 テタノブリン IH 静注 250 単位 250 国際単位 

62 11 57 61 5 グロブリン筋注 450mg/3mL「ベネシス」150mg  64 63 40 44 9 ポ リ グ ロ ビ ン Ｎ 500ｍ ｇ 10mL  62 11 54 20 7 テタノブリン筋注用 250 単位 250 国際単位 

62 25 34 40 1 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 0.5g/5mL500mg   62 22 88 00 1 ハイゼントラ 20%皮下注 1g/5mL   64 63 40 45 1 乾燥抗破傷風人免疫グロブリン 250 国際単位 

62 25 34 70 1 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 10g/100mL   62 22 88 10 1 ハイゼントラ 20%皮下注 2g/10mL  64 63 40 45 6 抗破傷風人免疫グロブリン 250 国際単位 

62 25 34 50 1 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 2.5g/25mL  62 22 88 20 1 ハイゼントラ 20%皮下注 4g/20mL  64 04 12 17 4 ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロブリン 1500IU 

62 25 34 80 1 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 20g/200mL   64 04 62 05 5 ヒスタグロビン(人免疫グロブリン 12ｍｇ)(溶解液付)   64 04 12 17 3 ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロブリン 250IU 

62 25 34 60 1 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 5g/50mL  62 15 13 70 1 ヒスタグロビン注人免疫グロブリン 12 ヒスタミン二塩酸塩 0.15  62 00 01 35 2 静注用ヘブスブリン-IH1,000 単位 5mL 

62 11 59 90 1 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 0.5g/10mL500mg   64 63 40 43 1 ベ リ グ ロ ビ ン Ｐ 1 5 0 ｍ ｇ  64 63 40 38 3 破傷風グロブリン-ニチヤク 250 国際単位 6 

62 22 35 60 1 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 10g/200mL  64 04 07 08 8 リンフォグロブリン注射液 100ｍｇ5mL  62 11 54 20 1 破傷風グロブリン筋注用 250 単位「ニチヤク」250 国際単位 

62 11 60 50 1 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 1g/20mL  64 63 40 51 0 乾燥抗Ｄ(Ｒｈｏ)人免疫グロブリン 1,000 倍(溶解液付)  62 25 84 00 1 ジ ー ン プ ラ バ 点 滴 静 注 625ｍ ｇ 

62 11 60 20 1 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 2.5g/50mL   64 63 40 37 8 抗Ｄグロブリン-ニチヤク 1,000 倍(溶解液付)  62 21 97 40 1 シ ナ ジ ス 筋 注 液 1 0 0 ｍ ｇ 
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医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名   医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名  医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名  

62 14 90 00 1 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 5g/100mL  62 11 54 10 1 抗Ｄグロブリン筋注用 1000 倍「ニチヤク」1,000 倍溶解液付  62 21 97 30 1 シ ナ ジ ス 筋 注 液 5 0 ｍ ｇ 

64 04 21 04 0 献血ヴェノグロブリン-IH ヨシトミ 1ｇ20mL  64 04 50 01 3 抗Ｄ人免疫グロブリン-Ｗｆ1,000 倍(溶解液付)   64 04 62 00 2 シ ナ ジ ス 筋 注 用 1 0 0 ｍ ｇ 

64 04 21 04 1 献血ヴェノグロブリン-IH ヨシトミ 2.5ｇ50mL   62 00 01 34 8 抗Ｄ人免疫グロブリン-ヨシトミ 1,000 倍(溶解液付)  64 04 62 00 1 シ ナ ジ ス 筋 注 用 5 0 ｍ ｇ 

64 04 21 04 2 献血ヴェノグロブリン-IH ヨシトミ 500ｍｇ10mL  62 11 54 10 5 抗Ｄ人免疫グロブリン筋注用 1 千倍「ＪＢ」1 千倍(溶解液付)  64 63 90 01 7 アールブリン 500ｍｇ(溶解液付) 

64 04 63 05 6 献血ヴェノグロブリン-IH ヨシトミ 5ｇ100mL   62 11 54 10 4 抗Ｄ人免疫グロブリン筋注用 1 千倍「ベネシス」1 千倍(溶解液付)  62 00 08 44 4 サイモグロブリン点滴静注用 25ｍｇ 

64 63 40 47 9 ヴェノグロブリン-IH2.5ｇ50mL  64 63 40 26 2 乾燥抗ＨＢｓ人免疫グロブリン 1,000 単位 5mL(溶解液付)   64 04 07 08 7 ゼ ッ ト ブ リ ン 注 100ｍ ｇ 5mL 

62 11 52 10 3 献血グロブリン注射用 2500mgＫMＢ2.5g50mL 溶解液付   64 63 40 26 1 乾燥抗ＨＢｓ人免疫グロブリン 200 単位 1mL(溶解液付)   62 00 08 86 0 ゼットブリン点滴静注液 100ｍｇ 

62 11 52 10 1 献血グロブリン注射用 2500mg 化血研 2.5g50mL 溶解液付  64 63 40 35 1 乾燥ＨＢグロブリン-ニチヤク 1,000 単位 5mL(溶解液付)   64 63 40 34 1 サングロポール 2.5ｇ50mL(溶解液付) 

64 63 40 46 3 献血静注グロブリン“化血研”2.5ｇ50mL(溶解液付)   64 63 40 34 9 乾燥ＨＢグロブリン-ニチヤク 200 単位 1mL(溶解液付)  62 00 08 82 6 サングロポール点滴静注用 2.5g50mL(溶解液付)  

64 63 40 48 1 献血静注グロブリン“化血研”500ｍｇ10mL(溶解液付)   62 11 59 10 1 乾燥ＨＢグロブリン筋注用 1 千 U ニチヤク 1 千 U5mL(溶解液付)   64 63 40 38 6 ＰＰＳＢ-ＨＴ「ニチヤク」200 単位(溶解液付)  

62 11 53 30 1 献血グロベニン-I 静注用 2500mg2.5g50mL 溶解液付  62 11 59 00 1 乾燥ＨＢグロブリン筋注用 200 単位「ニチヤク」1mL 溶解液付  64 63 40 39 1 ＰＰＳＢ-ＨＴ「ニチヤク」500 単位(溶解液付)  

62 14 50 00 1 献血グロベニン-I 静注用 5000mg5g100mL(溶解液付)  64 63 40 34 7 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン「日赤」1,000 単位 5mL   62 11 54 30 1 ＰＰＳＢ-ＨＴ静注用 200 単位「ニチヤク」(溶解液付)  

62 11 52 90 1 献血グロベニン-I 静注用 500mg10mL(溶解液付)   64 63 40 34 3 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン「日赤」200 単位 1mL  62 11 54 50 1 ＰＰＳＢ-ＨＴ静注用 500 単位「ニチヤク」(溶解液付)  

64 63 40 46 7 献血グロベニン-Ｉ-ニチヤク 2.5ｇ50mL(溶解液付)  64 63 40 03 5 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン 1,000 単位 5mL  62 25 83 90 1 アコアラン静注用 18001,800 国際単位(溶解液付) 

64 63 40 46 5 献血グロベニン-Ｉ-ニチヤク 500ｍｇ10mL(溶解液付)   64 63 40 06 5 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン 200 単位 1mL   62 24 42 00 1 アコアラン静注用 600600 国際単位(溶解液付)  

64 04 53 07 3 献血グロベニン-Ｉ-ニチヤク 5ｇ100mL(溶解液付)   62 11 53 50 8 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注 1 千単位/5mL「ＪＢ」1 千単位  62 00 03 43 2 アンスロビンＰ1500 注射用 1,500 単位(溶解液付) 

62 11 51 60 1 献血ベニロン-I 静注用 1000mg1g20mL(溶解液付)   62 11 53 50 4 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注 1 千単位/5mL「日赤」1 千単位  64 04 21 01 9 アンスロビンＰ500 単位(溶解液付) 

62 11 51 70 1 献血ベニロン-I 静注用 2500mg2.5g50mL(溶解液付)  62 11 53 60 7 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注 200 単位/1mL「ＪＢ」  62 11 59 20 6 アンスロビンＰ500 注射用 500 単位(溶解液付)  

62 14 49 90 1 献血ベニロン-I 静注用 5000mg5g100mL(溶解液付)   62 11 53 60 3 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注 200 単位/1mL「日赤」  64 63 40 38 4 アンスロビンＰーベーリング 500 単位(溶解液付) 

64 63 40 37 3 クリオブリンＴＩM31,000 単位(溶解液付)  62 20 34 00 1 ノバクト M 静注用 400 単位(溶解液付)   64 63 40 49 2 乾燥濃縮人血液凝固第 8 因子 250 単位(溶解液付) 

64 63 40 35 7 クリオブリンＴＩM3250 単位(溶解液付)  62 24 08 20 1 ノバクト M 静注用 500 単位(溶解液付)   64 63 40 49 3 乾燥濃縮人血液凝固第 8 因子 500 単位(溶解液付) 

64 63 40 36 4 クリオブリンＴＩM3500 単位(溶解液付)  62 20 34 10 1 ノバクト M 静注用 800 単位(溶解液付)   64 63 40 49 4 乾燥濃縮人血液凝固第 8 因子 750 単位(溶解液付) 

64 04 08 03 0 クリスマシン-M1,000 単位(溶解液付)   62 11 60 90 4 ノバクト M 注射用 10001,000 単位(溶解液付)   64 63 40 49 9 乾燥濃縮人血液凝固第 9 因子 1,000 単位(溶解液付)  

64 04 08 03 1 クリスマシン-M400 単位(溶解液付)  62 11 60 60 2 ノバクト M 注射用 250250 単位(溶解液付)   62 20 34 20 0 乾燥濃縮人血液凝固第 9 因子 1,600 単位(溶解液付)  

62 00 09 26 4 クリスマシン M 静注用 1000 単位 1,000 単位(溶解液付)   62 11 60 80 2 ノバクト M 注射用 500500 単位(溶解液付)   64 63 40 49 6 乾燥濃縮人血液凝固第 9 因子 250 単位(溶解液付) 

62 00 09 26 3 クリスマシン M 静注用 400 単位(溶解液付)   62 23 67 20 1 バイクロット配合注第 7ａ因子 1.5mg 第Ｘ因子 15mg 溶解液付   64 63 40 49 7 乾燥濃縮人血液凝固第 9 因子 400 単位(溶解液付) 

64 63 40 48 6 クロスエイト M10001,000 単位(溶解液付)  64 04 50 01 4 フィブリノゲンＨＴ-Ｗｆ1ｇ(溶解液付)  64 63 40 49 8 乾燥濃縮人血液凝固第 9 因子 500 単位(溶解液付) 

64 63 40 48 4 クロスエイト M250250 単位(溶解液付)  62 00 01 34 9 フィブリノゲンＨＴ-ヨシトミ 1ｇ(溶解液付)   62 20 34 10 0 乾燥濃縮人血液凝固第 9 因子 800 単位(溶解液付) 

64 63 40 48 5 クロスエイト M500500 単位(溶解液付)  62 11 57 50 4 フィブリノゲンＨＴ静注用 1g「ＪＢ」(溶解液付)  62 00 01 35 1 献血ノンスロン 1500 注射用 1,500 単位(溶解液付)  

62 11 54 00 6 クロスエイト MC 静注用 1000 単位 1,000 単位(溶解液付)  62 00 09 27 4 フィブリノゲンＨＴ静注用 1g「ベネシス」(溶解液付)  62 00 01 35 0 献血ノンスロン 500 注射用 500 単位(溶解液付)  

62 24 54 90 1 クロスエイト MC 静注用 2000 単位 2,000 単位(溶解液付)  64 63 40 51 8 フィブロガミンＰ正常人血漿 4mL 中含有量の 60 倍(溶解液付)  62 24 87 10 1 照射洗浄血小板 HLA-LR「日赤」10 単位約 200mL 

62 11 53 80 8 クロスエイト MC 静注用 250 単位(溶解液付)  62 00 09 19 8 フィブロガミンＰ静注用正常人血漿 1mL 中含有量 240 倍溶解液付   62 24 87 00 1 照射洗浄血小板-LR「日赤」10 単位約 200mL 

62 11 53 90 9 クロスエイト MC 静注用 500 単位(溶解液付)  64 63 40 38 9 プロプレックスＳＴ400 単位(溶解液付)  64 04 21 05 5 照射濃厚血小板「日赤」10 単位約 200mL  

62 11 54 00 2 クロスエイト M 静注用 1000 単位 1,000 単位(溶解液付)   64 04 60 01 2 ベノビールＴＩM41,000 単位(溶解液付)   64 04 21 05 6 照射濃厚血小板「日赤」15 単位約 250mL  

62 11 53 80 5 クロスエイト M 静注用 250 単位(溶解液付)  64 63 40 39 2 ベノビールＴＩM4500 単位(溶解液付)  64 04 21 05 2 照射濃厚血小板「日赤」1 単位約 20mL 

62 11 53 90 5 クロスエイト M 静注用 500 単位(溶解液付)  64 63 40 37 7 ヘモフィル M10001,000 単位(溶解液付)   64 04 21 05 7 照射濃厚血小板「日赤」20 単位約 250mL  

64 04 31 01 5 コンコエイト-ＨＴ500 単位(溶解液付)  64 63 40 36 3 ヘモフィル M250250 単位(溶解液付)   64 04 21 05 3 照射濃厚血小板「日赤」2 単位約 40mL  

64 63 40 37 5 コンファクト F1,000 単位(溶解液付)  64 63 40 37 0 ヘモフィル M500500 単位(溶解液付)   64 04 21 05 4 照射濃厚血小板「日赤」5 単位約 100mL  

64 63 40 36 0 コンファクト F250 単位(溶解液付)  66 04 07 00 7 ベ リ プ ラ ス ト 0 . 5 m L 4 瓶  64 04 21 05 8 照射濃厚血小板 HLA「日赤」10 単位約 200mL 

64 63 40 36 7 コンファクト F500 単位(溶解液付)  66 04 07 00 8 ベ リ プ ラ ス ト 1 m L 4 瓶  64 04 21 05 9 照射濃厚血小板 HLA「日赤」15 単位約 250mL 

62 11 54 00 3 コンファクト F 注射用 10001,000 単位(溶解液付)   66 04 07 00 9 ベ リ プ ラ ス ト 3 m L 4 瓶  64 04 21 06 0 照射濃厚血小板 HLA「日赤」20 単位約 250mL 

62 11 53 80 4 コンファクト F 注射用 250250 単位(溶解液付)  66 04 07 01 0 ベ リ プ ラ ス ト 5 m L 4 瓶  62 16 02 80 1 照射濃厚血小板 HLA-LR「日赤」10 単位約 200mL 

62 11 53 90 4 コンファクト F 注射用 500500 単位(溶解液付)  66 04 70 00 7 ベリプラストＰコンビセット 0.5mL2 キット  62 16 02 90 1 照射濃厚血小板 HLA-LR「日赤」15 単位約 250mL 

66 04 43 00 9 タ コ コ ン ブ 3.0ｃ ｍ ×2.5ｃ ｍ  66 04 70 00 8 ベリプラストＰコンビセット 1mL2 キット  62 16 03 00 1 照射濃厚血小板 HLA-LR「日赤」20 単位約 250mL 

66 04 43 01 0 タ コ コ ン ブ 4.8ｃ ｍ ×4 .8ｃ ｍ  66 04 70 00 9 ベリプラストＰコンビセット 3mL2 キット  62 16 02 50 1 照射濃厚血小板-LR「日赤」10 単位約 200mL 

66 04 21 11 9 タ コ コ ン ブ 9.5ｃ ｍ ×4.8ｃ ｍ  66 04 70 01 0 ベリプラストＰコンビセット 5mL2 キット  62 16 02 60 1 照射濃厚血小板-LR「日赤」15 単位約 250mL 

62 13 60 90 1 ﾀｺｺﾝﾌﾞ組織接着用ｼｰﾄ 3.0cm×2.5cm  62 15 19 80 1 ベリプラストＰコンビセット組織接着用 0.5mL2 キット  62 16 02 20 1 照射濃厚血小板-LR「日赤」1 単位約 20mL 

62 13 61 00 1 ﾀｺｺﾝﾌﾞ組織接着用ｼｰﾄ 4.8cm×4.8cm  62 15 19 90 1 ベリプラストＰコンビセット組織接着用 1mL2 キット   62 16 02 70 1 照射濃厚血小板-LR「日赤」20 単位約 250mL 

62 12 04 10 1 ﾀｺｺﾝﾌﾞ組織接着用ｼｰﾄ 9.5cm×4.8cm  62 15 20 00 1 ベリプラストＰコンビセット組織接着用 3mL2 キット   62 16 02 30 1 照射濃厚血小板-LR「日赤」2 単位約 40mL 
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62 21 33 40 1 タコシール組織接着用シート 3.0ｃｍ×2.5ｃｍ   62 15 18 30 1 ベリプラストＰコンビセット組織接着用 5mL2 キット   62 16 02 40 1 照射濃厚血小板-LR「日赤」5 単位約 100mL 

62 21 33 50 1 タコシール組織接着用シート 4.8ｃｍ×4.8ｃｍ  66 79 90 00 3 ボ ル ヒ ー ル 0 . 5 m L 4 瓶  64 04 08 04 4 新 鮮 凍 結 血 漿 「 日 赤 」 160mL 

62 21 33 60 1 タコシール組織接着用シート 9.5ｃｍ×4.8ｃｍ   66 79 90 00 4 ボ ル ヒ ー ル 1 m L 4 瓶  64 04 08 04 5 新 鮮 凍 結 血 漿 「 日 赤 」 450mL 

66 27 10 00 7 テ ィ シ ー ル 0 . 5 m L 5 瓶  66 79 90 00 5 ボ ル ヒ ー ル 2 m L 4 瓶  64 04 08 04 6 新 鮮 凍 結 血 漿 「 日 赤 」 80mL 

66 27 10 00 8 テ ィ シ ー ル 1 m L 5 瓶  66 79 90 00 6 ボ ル ヒ ー ル 3 m L 4 瓶  62 21 92 10 1 新鮮凍結血漿-LR「日赤」480480mL 

66 27 10 00 9 テ ィ シ ー ル 2 m L 5 瓶  66 79 90 00 7 ボ ル ヒ ー ル 5 m L 4 瓶  62 00 04 68 1 新鮮凍結血漿-LR「日赤」血液 200mL 相当に由来する血漿  

66 04 06 06 2 テ ィ シ ー ル 5 m L 5 瓶  62 12 03 60 1 ボルヒール組織接着用 0.5mL4 瓶   62 00 04 68 2 新鮮凍結血漿-LR「日赤」血液 400mL 相当に由来する血漿  

62 00 00 44 9 テ ィ シ ー ル - デ ュ オ 0 . 5 m L  62 12 03 70 1 ボ ル ヒー ル組 織接 着用 1mL4 瓶  62 16 10 70 1 新鮮凍結血漿-LR「日赤」成分採血 450mL 

62 00 00 45 0 テ ィ シ ー ル - デ ュ オ 1 m L  62 12 03 80 1 ボ ル ヒー ル組 織接 着用 2mL4 瓶  62 17 72 60 1 新鮮凍結血漿-LR 日赤 120 血液 200mL 相当に由来する血漿  

62 00 00 45 1 テ ィ シ ー ル - デ ュ オ 2 m L  62 12 03 90 1 ボ ル ヒー ル組 織接 着用 3mL4 瓶  62 17 72 70 1 新鮮凍結血漿-LR 日赤 240 血液 400mL 相当に由来する血漿  

62 00 00 45 2 テ ィ シ ー ル - デ ュ オ 5 m L  62 12 04 00 1 ボ ル ヒー ル組 織接 着用 5mL4 瓶  64 63 40 50 8 新 鮮 凍 結 人 血 漿 1 6 0 m L 

64 63 40 38 5 ノ イ アート 500 単位(溶解 液付 )  64 63 40 02 8 乾燥人フィブリノゲン 1g(溶解液付)  64 63 40 50 9 新 鮮 凍 結 人 血 漿 4 5 0 m L 

62 00 03 07 1 ノイアート静注用 1500 単位 1,500 単位(溶解液付)   64 63 40 50 3 乾燥人血液凝固第 9 因子複合体 1,000 単位(溶解液付)   64 63 40 50 7 新 鮮 凍 結 人 血 漿 8 0 m L 

62 11 59 20 7 ノイアート静注用 500 単位(溶解液付)  64 63 40 50 0 乾燥人血液凝固第 9 因子複合体 200 単位(溶解液付)  64 04 43 03 8 注射用アナクト C2,500 単位(溶解液付)  

64 04 08 03 2 ノバクト M1,000 単位(溶解液付)  64 63 40 50 1 乾燥人血液凝固第 9 因子複合体 400 単位(溶解液付)  64 63 40 29 5 濃厚血小板「日赤」10 単位約 200mL 

64 04 08 03 3 ノ バ ク ト M250 単 位 (溶 解 液 付 )  64 63 40 50 2 乾燥人血液凝固第 9 因子複合体 500 単位(溶解液付)  64 63 40 29 7 濃厚血小板「日赤」15 単位約 250mL 

64 04 08 03 4 ノ バ ク ト M500 単 位 (溶 解 液 付 )  64 04 53 06 0 乾燥濃縮人アンチトロンビン 31,500 単位(溶解液付)  64 63 40 29 2 濃厚血小板「日赤」1 単位約 20mL 

62 24 08 30 1 ノバクト M 静注用 1000 単位 1,000 単位(溶解液付)  64 63 40 49 1 乾燥濃縮人アンチトロンビン 3500 単位(溶解液付)   64 63 40 29 8 濃厚血小板「日赤」20 単位約 250mL 

62 20 34 20 1 ノバクト M 静注用 1600 単位 1,600 単位(溶解液付)  64 63 40 49 5 乾燥濃縮人血液凝固第 8 因子 1,000 単位(溶解液付)   64 63 40 29 3 濃厚血小板「日赤」2 単位約 40mL 

62 24 08 40 1 ノバクト M 静注用 2000 単位 2,000 単位(溶解液付)  62 24 54 90 0 乾燥濃縮人血液凝固第 8 因子 2,000 単位(溶解液付)   64 63 40 29 4 濃厚血小板「日赤」5 単位約 100mL 

64 63 40 29 9 濃厚血小板 HLA「日赤」10 単位約 200mL  62 00 04 12 8 献血アルブミン(5％)-Ｗｆ250mL   64 04 21 05 1 照射赤血球 M・Ａ・Ｐ「日赤」血液 400mL に由来する赤血球 

64 63 40 30 0 濃厚血小板 HLA「日赤」15 単位約 250mL  62 11 57 30 2 献血アルブミン 20%静注 10g/50mL「ＪＢ」  62 17 72 00 1 照射赤血球液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  

64 63 40 30 1 濃厚血小板 HLA「日赤」20 単位約 250mL  62 11 57 40 1 献血アルブミン 20%静注 10g/50mL「ニチヤク」  62 17 72 10 1 照射赤血球液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  

62 16 09 80 1 濃厚血小板 HLA-LR「日赤」10 単位約 200mL   62 11 55 20 2 献血アルブミン 20%静注 4g/20mL「ＪＢ」   62 00 04 67 5 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球 

62 16 09 90 1 濃厚血小板 HLA-LR「日赤」15 単位約 250mL   62 11 55 50 1 献血アルブミン 20%静注 4g/20mL「ニチヤク」   62 00 04 67 6 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球 

62 16 10 00 1 濃厚血小板 HLA-LR「日赤」20 単位約 250mL   64 63 40 46 9 献血アルブミン 20“化血研”20%20mL  64 04 21 07 7 照射洗浄赤血球「日赤」200mL 

62 16 09 50 1 濃厚血小板-LR「日赤」10 単位約 200mL  64 63 40 47 4 献血アルブミン 20“化血研”20%50mL  64 04 21 07 8 照射洗浄赤血球「日赤」400mL 

62 16 09 60 1 濃厚血小板-LR「日赤」15 単位約 250mL  62 11 55 30 7 献血アルブミン 20「ＫMＢ」20%20mL  62 00 04 67 7 照射洗浄赤血球-LR「日赤」200mL 

62 16 09 20 1 濃厚血小板-LR「日赤」1 単位約 20mL  62 11 55 40 7 献血アルブミン 20「ＫMＢ」20%50mL  62 00 04 67 8 照射洗浄赤血球-LR「日赤」400mL 

62 16 09 70 1 濃厚血小板-LR「日赤」20 単位約 250mL  62 00 03 72 1 献血アルブミン 20-ニチヤク 20%20mL  62 21 91 50 1 照射洗浄赤血球液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球 

62 16 09 30 1 濃厚血小板-LR「日赤」2 単位約 40mL  62 00 03 72 2 献血アルブミン 20-ニチヤク 20%50mL  62 21 91 60 1 照射洗浄赤血球液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球 

62 16 09 40 1 濃厚血小板-LR「日赤」5 単位約 100mL  62 16 45 90 1 献血アルブミン 25%静注 12.5g/50mL「ニチヤク」   64 04 21 07 9 照射白血球除去赤血球「日赤」200mL  

64 63 40 41 9 ア ル ブ ミ ナ ー 25％ 25％ 50mL  62 00 08 81 5 献血アルブミン 25%静注 12.5g/50mL「ベネシス」  64 04 21 08 0 照射白血球除去赤血球「日赤」400mL  

62 00 09 13 6 アルブミナー25%静注 12.5g/50mL  62 00 08 81 4 献血アルブミン 25%静注 5g/20mL「ベネシス」  64 63 40 18 8 人ハプトグロビン 2,000 単位 100mL 

64 04 53 00 7 ア ル ブ ミ ナ ー 5％ 5 ％ 2 5 0m L  64 63 40 47 2 献血アルブミン 25“化血研”25%50mL  64 63 40 42 3 人血清アルブミン“化血研”25％50mL  

62 00 09 13 5 アルブミナー5%静注 12.5g/250mL  62 11 56 60 7 献血アルブミン 25「ＫMＢ」25%50mL  64 63 40 04 8 人赤血球濃厚液血液 200mL に由来する赤血球 

64 63 40 41 7 アルブミン(25％)・カッター20mL  62 00 02 19 6 献血アルブミン 25-ニチヤク 25%50mL  64 63 40 22 6 人赤血球濃厚液血液 400mL に由来する赤血球  

64 63 40 42 2 アルブミン(25％)・カッター50mL  62 17 55 40 3 献血アルブミン 5%静注 12.5g/250mL「ＪＢ」   64 63 40 51 1 人 全 血 液 2 0 0 m L 献 血 由 来 

64 63 40 40 3 アルブミン(5％)・カッター250mL  62 17 55 30 1 献血アルブミン 5%静注 12.5g/250mL「ニチヤク」   64 63 40 51 2 人 全 血 液 4 0 0 m L 献 血 由 来 

64 04 21 07 2 アルブミン 25％「バクスター」50ｍＬ  62 00 08 81 3 献血アルブミン 5%静注 12.5g/250mL「ベネシス」   64 63 40 51 6 人全血液 CＰＤ「日赤」200mL 献血由来 

64 04 44 00 2 ア ル ブ ミ ン - Ｗ ｆ 2 5 ％ 5 0 m L  62 13 56 30 3 献血アルブミン 5%静注 5g/100mL「ＪＢ」   64 63 40 51 7 人全血液 CＰＤ「日赤」400mL 献血由来 

64 63 40 41 1 アルブミン-ベーリング 20％50mL  62 00 08 81 2 献血アルブミン 5%静注 5g/100mL「ベネシス」   62 00 04 74 4 人全血液-LR「日赤」血液 200mL に由来する血液量 

62 00 09 13 7 アルブミン-ベーリング 20%静注 10.0g/50mL  62 00 04 12 7 献血アルブミン 5-ニチヤク 5%250mL  62 00 04 74 5 人全血液-LR「日赤」血液 400mL に由来する血液量 

62 11 58 40 4 ハプトグロビン静注 2000 単位「ＪＢ」2,000 単位 100mL   64 04 44 01 7 献血アルブミン-Ｗｆ25％20mL  64 63 40 48 2 赤血球 M・Ａ・Ｐ「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  

62 00 09 27 0 ハプトグロビン静注 2000 単位「ベネシス」2 千単位 100mL   64 04 44 01 8 献血アルブミン-Ｗｆ25％50mL  64 63 40 48 3 赤血球 M・Ａ・Ｐ「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  

64 63 40 42 5 ハプトグロビン注-ヨシトミ 2,000 単位 100mL48809  64 63 40 47 0 献血アルブミン-ニチヤク 20％20mL  62 17 72 80 1 赤血球液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球 

64 63 40 41 8 ブ ミ ネ ー ト 2 5 ％ 2 0 m L  64 63 40 47 5 献血アルブミン-ニチヤク 20％50mL  62 17 72 90 1 赤血球液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球 

64 63 40 42 4 ブ ミ ネ ー ト 2 5 ％ 5 0 m L  64 63 40 03 7 合 成 血 「 日 赤 」 2 0 0 m L  62 00 04 68 7 赤血球濃厚液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  

64 63 40 40 1 ブ ミ ネ ー ト 5 ％ 1 0 0 m L  64 63 40 22 3 合 成 血 「 日 赤 」 4 0 0 m L  62 00 04 68 8 赤血球濃厚液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  
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医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名   医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名  医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名  

64 63 40 40 4 ブ ミ ネ ー ト 5 ％ 2 5 0 m L  62 00 04 66 3 合成血-LR「日赤」血液 200mL 相当に由来する血液量  62 11 57 30 1 赤十字アルブミン 20%静注 10g/50mL 

62 00 07 47 3 ブ ミ ネ ー ト 静 注 液 25%50mL  62 00 04 66 4 合成血-LR「日赤」血液 400mL 相当に由来する血液量  62 11 55 20 1 赤十字アルブミン 20%静注 4g/20mL 

62 00 07 47 2 ブ ミ ネ ー ト 静 注 液 5%250mL  62 21 91 30 1 合成血液-LR「日赤」血液 200mL に由来(血漿約 60mL)  64 04 54 01 4 赤十字アルブミン 2020％20mL 

64 63 40 39 8 プラスマネート・カッター250mL  62 21 91 40 1 合成血液-LR「日赤」血液 400mL に由来(血漿約 120mL)   64 04 54 01 5 赤十字アルブミン 2020％50mL 

64 63 40 39 9 プラズマプロテインフラクション 250mL  62 00 04 67 1 照射解凍赤血球-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球   62 14 50 20 1 赤十字アルブミン 25%静注 12.5g/50mL  

62 00 07 47 6 プラズマプロティンフラクション静注液 4.4%250mL   62 00 04 67 2 照射解凍赤血球-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球   64 04 53 09 9 赤十字アルブミン 2525％50mL 

62 00 06 78 8 メ ド ウ ェ イ 注 2 5 % 5 0 m L  62 21 91 70 1 照射解凍赤血球液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  62 20 42 70 1 赤十字アルブミン 5%静注 12.5g/250mL  

62 00 06 78 7 メ ド ウ ェ イ 注 5 ％ 2 5 0 m L  62 21 91 80 1 照射解凍赤血球液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  64 63 40 24 2 洗 浄 人 赤 血 球 浮 遊 液 20 0mL 

64 63 40 28 5 解凍人赤血球濃厚液血液 200mL に由来する赤血球  64 04 21 07 3 照射解凍赤血球濃厚液「日赤」血液 200mL に由来する赤血球   64 63 40 24 3 洗 浄 人 赤 血 球 浮 遊 液 40 0m L 

64 63 40 28 6 解凍人赤血球濃厚液血液 400mL に由来する赤血球  64 04 21 07 4 照射解凍赤血球濃厚液「日赤」血液 400mL に由来する赤血球   64 63 40 31 3 洗 浄 赤 血 球 「 日 赤 」 2 0 0 m L 

62 00 04 64 7 解凍赤血球-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  64 04 21 07 5 照 射 合 成 血 「 日 赤 」 2 0 0 m L  64 63 40 31 4 洗 浄 赤 血 球 「 日 赤 」 4 0 0 m L 

62 00 04 64 8 解凍赤血球-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  64 04 21 07 6 照 射 合 成 血 「 日 赤 」 4 0 0 m L  62 00 04 69 2 洗 浄 赤 血 球 -LR「 日 赤 」 200mL 

62 21 91 10 1 解凍赤血球液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球   62 00 04 67 3 照射合成血-LR「日赤」血液 200mL 相当に由来する血液量   62 00 04 69 3 洗 浄 赤 血 球 -LR「 日 赤 」 400mL 

62 21 91 20 1 解凍赤血球液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球   62 00 04 67 4 照射合成血-LR「日赤」血液 400mL 相当に由来する血液量   62 21 90 90 1 洗浄赤血球液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  

64 63 40 30 9 解凍赤血球濃厚液「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  62 21 91 90 1 照射合成血液-LR 日赤血液 200mL に由来(血漿約 60mL)   62 21 91 00 1 洗浄赤血球液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  

64 63 40 31 0 解凍赤血球濃厚液「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  62 21 92 00 1 照射合成血液-LR 日赤血液 400mL に由来(血漿約 120mL)  64 63 40 24 4 白血球除去人赤血球浮遊液 200mL 

62 15 60 80 1 献血アルブミネート 4.4%静注 11g/250mL  64 04 21 06 1 照射人全血液 CＰＤ「日赤」200mL 献血由来   64 63 40 24 5 白血球除去人赤血球浮遊液 400mL 

62 11 58 70 1 献血アルブミネート 4.4%静注 4.4g/100mL  64 04 21 06 2 照射人全血液 CＰＤ「日赤」400mL 献血由来   64 63 40 31 5 白血球除去赤血球「日赤」200mL 

64 63 40 47 6 献血アルブミネート-ニチヤク 100mL  62 00 04 67 9 照射人全血液-LR「日赤」血液 200mL に由来する血液量   64 63 40 31 6 白血球除去赤血球「日赤」400mL 
62 00 00 22 7 献血アルブミネート-ニチヤク 250mL  62 00 04 68 0 照射人全血液-LR「日赤」血液 400mL に由来する血液量   622683702 ピリヴィジェン１０％静注１０ｇ／１００ｍ  
64 04 44 01 9 献血アルブミン(5％)-Ｗｆ100mL  64 04 21 05 0 照射赤血球 M・Ａ・Ｐ「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  622683802 ピリヴィジェン１０％静注２０ｇ／２００ｍ  
621155408 献血アルブミン２０％静注１０ｇ／５０ｍＬ「ＫＭＢ」  622683701 ピリヴィジェン１０％点滴静注１０ｇ／１００ｍＬ   622821601 ピリヴィジェン１０％静注２．５ｇ／２５ｍ  
621156608 献血アルブミン２５％静注１２．５ｇ／５０ｍＬ「ＫＭＢ」  622683801 ピリヴィジェン１０％点滴静注２０ｇ／２００ｍＬ     
622683601 ピリヴィジェン１０％点滴静注５ｇ／５０ｍ   622683602 ピリヴィジェン１０％静注５ｇ／５０ｍＬ    

 
表 3 提供された NDB データの内訳（2012 年 4 月～2021 年 3 月） 

実患者数：14,450,026 人（ID1 算出※） 約 1,445 万人 
うち、200ml 献血由来の血液製剤処方あり：561,337 人 約 56 万人 

レセプト レセプト件数 CSV ファイル数 データ件数 
医科レセプト 783,793,719 件 （7.8 億件） 1,615 個 24,770,191,324 件 （247.7 億件） 
DPC レセプト 43,091,307 件 （0.4 億件） 1,799 個 9,644,122,714 件 （96.4 億件） 
調剤レセプト 492,486,738 件 （4.9 億件） 1,164 個 8,765,388,854 件 （87.7 億件） 
総データ量 1,319,371,764 件 （13.2 億件） 4,578 個 43,179,702,892 件 （431.8 億件） 
※ID1：保険者番号+被保険者番号+生年月日+性別 
但し、厚労省保険データ企画室より不具合ありと連絡を受けているため参考値 

 
 
２． NDB データベースの構築 

厚生労働省より提供を受けたNDBデータのCSVフ
ァイルを使用し、解析用データベースを構築した。
NDBでは、患者を一意に識別可能なID1（=保険者番号
＋被保険者番号＋性別＋生年月日）および、ID2（=氏
名＋性別＋生年月日）（いずれもハッシュ値により匿
名化したもの）が用意されているが、ID1は保険者の
変更、ID2は氏名の変更によって、患者の紐付けがで
きなくなる場合があり、それを回避するため、新たに
連結IDを設けた。ID1が同じ場合、同一患者のレセプ

トとして、同じ連結IDを付与した。ID1が途切れた前
後３月に同じID2を持つ異なるID1のレセプトについ
ては、保険者が変更となった同一患者のものとみな
して、同じ連結IDを付与した。 

なお、NDBデータベースは、「免疫グロブリン製剤
の使用実態と需要予測」の研究と共有している。 
 
３．200mL 献血由来の血液製剤の処方量の集計 

表 4 に解析対象の 200mL 献血由来の血液製剤を
示す。現在販売されている血液製剤に移行後の 2015
年～2020 年度（6 年間）について、血液製剤ごと（全
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血製剤、赤血球製剤、血漿製剤、血小板製剤）に年齢
階級別処方量を集計した。 

 

 
表 4 解析対象の 200mL 献血由来の血液製剤 

大分類 中分類 ﾚｾ電算ｺｰﾄﾞ 血液製剤名 

全血製剤 人全血液 
620004744 人全血液-LR「日赤」 血液200mLに由来する血液量 

620004679 照射人全血液-LR「日赤」 血液200mLに由来する血液量 

血液成分製剤 

赤血球製剤 

621772801 赤血球液-LR「日赤」 血液200mLに由来する赤血球 

621772001 照射赤血球液-LR「日赤」 血液200mLに由来する赤血球 

622190901 洗浄赤血球液-LR「日赤」 血液200mLに由来する赤血球 

622191501 照射洗浄赤血球液-LR「日赤」血液200mLに由来する赤血球 

622191101 解凍赤血球液-LR「日赤」血液200mLに由来する赤血球 

622191701 照射解凍赤血球液-LR「日赤」血液200mLに由来する赤血球 

622191301 合成血液-LR「日赤」血液200mLに由来（血漿約60mL） 

622191901 照射合成血液-LR日赤 血液200mLに由来（血漿約60mL） 

血漿製剤 621772601 新鮮凍結血漿-LR日赤120 血液200mL相当に由来する血漿 

血小板製剤 
621609201 濃厚血小板-LR「日赤」 １単位約20mL 

621602201 照射濃厚血小板-LR「日赤」 １単位約20mL 
 
 
 

●DPC レセプトの血液製剤の集計方法について 
診療報酬分類において、輸血は手術（K）に分類さ

れ、薬剤料（全血製剤、赤血球製剤、血小板製剤）も
手術（K）として算定される。血漿製剤（新鮮凍結血
漿）の輸血は、手術（K）ではなく、注射（G）に分
類される。 

DPC レセプトでは、手術（K）は出来高、注射（G）
は包括と出来高で算定されるため、下記のレセプト
から集計する。 

・全血製剤、赤血球製剤、血小板製剤 
→医薬品レコード（IY）（出来高情報）※ 

・血漿製剤 
→医薬品レコード（IY）（出来高情報） 
→コーディングデータレコード（CD） 
（包括評価の情報） 

 
※NDB の DPC レセプトでは、手術（K）はコーデ

ィングデータレコード（CD）と医薬品レコード（IY）
の両方に記録されるため、コーディングデータレコ
ードより集計することもできるが、コーディングレ

コードには図 1 血小板製剤の例に示すように、記載
誤りの使用量が未修正のまま残っているとみられた
ため使用しなかった。 

 

 
図 1 DPC レセプト血小板製剤の例 

2015-2020 年度１回あたりの使用量（袋）の分布 
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４．200mL 献血由来の血液製剤の処方傷病分類方法 
 
令和３年度研究にて、JMDC データのレセプト解

析で検討したアルゴリズムを用いて、200mL 献血
由来の血液製剤の処方傷病を分類した。 

図 2 に 200mL 献血由来の血液製剤の処方傷病
分類方法を示す。 

レセプト単位で表 5～表 15 に示す条件を用い
て診療行為、傷病名の有無を判定し、次の 1)～11)
の処方傷病に分類した。 

なお、複数の条件を有している場合は、1)>11)の
優先順位で処方傷病を決定した。 

 
【急性疾患】 
1) 内視鏡手術 
2) 手術 
3) 出産関連 
4) 外傷 
【慢性疾患】 
5) 血液腫瘍 
6) 悪性腫瘍 
7) 透析腎性貧血 
8) 透析その他 
9) 血液疾患 
10) 腎尿路生殖器系 
11) その他 
 
次に 1)～11)の 200mL 献血由来の血液製剤の処

方傷病分類について判定方法を示す。 
 

【急性疾患】 
1) 内視鏡手術 

表 5 に示す手術に関する診療報酬区分、かつ
表 6 に示す内視鏡手術に関する診療報酬区
分のうち内視鏡の表記がある診療行為コード
を有している場合（K891-K913 の出産関連を除く）、
内視鏡手術に分類した。 
 

2) 手術 
表 5 に示す手術に関する診療報酬区分を有
している（K891-K913 の出産関連を除く）が、表 6
に示す内視鏡の表記がある診療行為コードを
有していない場合、手術に分類した。 
 

3) 出産関連 
表 7 に示す出産に関する診療報酬区分に対
応する診療行為コードを有している、あるい
は、表 8 に示す出産に関する ICD10 コードを
有している場合、出産関連に分類した。  
 

4) 外傷 
表 2 に示す手術に関する診療報酬区分に対
応する診療行為コードを有しておらず、表 9
に示す外傷に関する ICD10 コードを有してい
る場合、外傷に分類した。 
 

【慢性疾患】 
5) 血液腫瘍 

表 2、表 6、表 7 に示す診療報酬区分、表 8、
表 9 に示す ICD10 コードを有しておらず、表 
10 に示す血液腫瘍に該当する ICD10 コード
を有している場合、血液腫瘍に分類した。 
 

6) 悪性腫瘍 
表 2、表 6、表 7 に示す診療報酬区分、表 8、
表 9、表 10 に示す ICD10 コードを有してお
らず、表 11 に示す悪性腫瘍に該当する ICD10
コードを有している場合、悪性腫瘍に分類し
た。 
 

7) 透析腎性貧血 
表 2、表 3、表 4 に示す診療報酬区分、表 5、
表 6、表 10、表 11 に示す ICD10 コードを有
しておらず、表 12 に示す診療報酬区分に対
応する診療行為コードを有しており、かつ、
表 13 に示す傷病名コードを有している場合、
腎性貧血に分類した. 

 
8) 透析その他 

表 2、表 3、表 4 に示す診療報酬区分、表 5、
表 6、表 10、表 11 に示す ICD10 コードを有
しておらず、表 12 に示す診療報酬区分に対
応する診療行為コードを有しており、かつ、
表 13 に示す傷病名コードを有していない場
合、透析その他に分類した。 
 

9) 血液疾患 
表 2、表 3、表 4、表 12 に示す診療報酬区
分、表 5、表 6、表 10、表 11、表 13 に示
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す ICD10 コードを有しておらず、表 14 に示
す血液疾患に関する傷病コードを有している
場合、血液疾患に分類した。 
 

10) 腎尿路生殖器系 
表 2、表 3、表 4、表 12 に示す診療報酬区
分、表 5、表 6、表 10、表 11、表 13、表 14
に示す ICD10 コードを有しておらず、表 15
に示す腎尿路生殖系に関する傷病コードを有
している場合、腎尿路生殖系に分類した。 
 

11) その他 

上記の 1)～10)のいずれにも該当しない場合、
その他に分類した。 

 
（倫理面への配慮） 
本研究は｢人を対象とする医学系研究に関する倫
理指針」に基づいて行われた。匿名化後既存情報の
解析であることから、研究対象者に負担やリスク
は原則的には生じないが、情報漏洩等がないよう
に十分に注意した。 
 

 

 
図 2 200ml 献血由来の血液製剤の処方傷病分類方法 
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表 5 手術に関する診療報酬区分 
節 款別 診療報酬区分 

第 1 節 手術料 第 1 款 皮膚・皮下組織 K000ー022-2 
第 2 款 筋骨格系・四肢・体幹 K023ー144 
第 3 款 神経系・頭蓋 K145ー198 
第 4 款 眼 K199ー284 
第 5 款 耳鼻咽喉 K285ー403-2 
第 6 款 顔面・口腔・頸部 K404ー471 
第 7 款 胸部 1(泌尿器・生殖器系) K472ー476-4 
第 7 款 胸部 2(筋骨格系) K477ー494 
第 7 款 胸部 3(呼吸器系) K496ー519 
第 7 款 胸部 4(消化器系) K520ー537-2 
第 8 款 心・脈管 K538ー628 
第 9 款 腹部 K630ー753 
第 10 款 尿路系・副腎 K754ー823-6 
第 11 款 性器※1 K824ー913-2 
第 13 款 手術等管理料 K914ー915 

※1:K891-K913 の出産関連を除く 

 
表 6 内視鏡手術に関する診療報酬区分 

節 款別 診療報酬区分※2 
第 1 節 手術料 第 2 款 筋骨格系・四肢・体幹 K131-2ー142-5 

第 3 款 神経系・頭蓋 K164-5ー174 
第 4 款 眼 K202,280-2 

第 5 款 耳鼻咽喉 K340-3ー347-7 
第 6 款 顔面・口腔・頸部 K450ー464-2 
第 7 款 胸部 K502-5ー533-2 
第 8 款 心・脈管 K554-2,617-5 

第 9 款 腹部 K646ー740-2 
第 10 款 尿路系・副腎 K773-5ー821 
第 11 款 性器※ K843-4ー910-2 

第 3 節 手術医療機器等加算  K934 

※1:K891-K913 の出産関連を除く、 ※2:内視鏡の表記があるもの 
 

表 7 出産に関する診療報酬区分 
節 款別 診療報酬区分 

第 1 節 手術料 第 11 款 性器 K891-913 
 

表 8 出産に関連する ICD10 コード 
中分類 ICD10 3 桁コード 

分娩  

O30-O48 胎児及び羊膜腔に関連
する母体ケア並びに予想される分
娩の諸問題 

O30 多胎妊娠 
O31 多胎妊娠に特異的な合併症 
O32 既知の胎位異常又はその疑いのための母体ケア 
O34 既知の母体骨盤臓器の異常又はその疑いのための母体ケア 
O33 既知の胎児骨盤不均衡又はその疑いのための母体ケア 
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中分類 ICD10 3 桁コード 
O35 既知の胎児異常及び傷害又はその疑いのための母体ケア 
O36 その他の既知の胎児側の問題又はその疑いのための母体ケア 
O40 羊水過多症 
O41 羊水及び羊膜のその他の障害 
O42 前期破水 
O43 胎盤障害 
O44 前置胎盤 
O45（常位）胎盤早期剥離 
O46 分娩前出血，他に分類されないもの 
O47 偽陣痛 
O48 遷延妊娠 

O60-O75 分娩の合併症 O60 切迫早産及び早産 
O61 分娩誘発の不成功 
O62 娩出力の異常 
O63 遷延分娩 
O64 胎位異常及び胎向異常による分娩停止 
O65 母体の骨盤異常による分娩停止 
O66 その他の分娩停止 
O67 分娩時出血を合併する分娩，他に分類されないもの 
O68 胎児ストレス［仮死＜ジストレス＞］を合併する分娩 
O69 臍帯合併症を合併する分娩 
O70 分娩における会陰裂傷 
O71 その他の産科的外傷 
O72 分娩後出血 
O73 胎盤残留及び卵膜残留，出血を伴わないもの 
O74 分娩における麻酔合併症 
O75 分娩のその他の合併症，他に分類されないもの 

O80-O84 分娩 O80 単胎自然分娩 
O81 鉗子分娩及び吸引分娩による単胎分娩 
O82 帝王切開による単胎分娩 
O83 その他の介助単胎分娩 
O84 多胎分娩 

流産  

N80-N98 女性生殖器の非炎症性
障害 

N96 習慣流産 

O00-O08 流産に終わった妊娠 O00 子宮外妊娠 
O01 胞状奇胎 
O02 受胎のその他の異常生成物 
O03 自然流産 
O04 医学的人工流産 
O05 その他の流産 
O06 詳細不明の流産 
O07 不成功に終わった人工流産 
O08 流産，子宮外妊娠及び胞状奇胎妊娠に続発する合併症 
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中分類 ICD10 3 桁コード 
O20-O29 主として妊娠に関連す
るその他の母体障害 

O20 妊娠早期の出血 

 
表 9 外傷に関する ICD10 コード 

中分類 ICD10 3 桁コード 
S00-S09 頭部損傷 S00 頭部の表在損傷 

S01 頭部の開放創 
S02 頭蓋骨及び顔面骨の骨折 
S03 頭部の関節及び靱帯の脱臼，捻挫及びストレイン 
S04 脳神経損傷 
S05 眼球及び眼窩の損傷 
S06 頭蓋内損傷 
S07 頭部の挫滅損傷 
S08 頭部の外傷性切断 
S09 頭部のその他及び詳細不明の損傷 

S10-S19 頚部損傷 S10 頚部の表在損傷 
S11 頚部の開放創 
S12 頚部の骨折 
S13 頚部の関節及び靱帯の脱臼，捻挫及びストレイン 
S14 頚部の神経及び脊髄の損傷 
S15 頚部の血管損傷 
S16 頚部の筋及び腱の損傷 
S17 頚部の挫滅損傷 
S18 頚部の外傷性切断 
S19 頚部のその他及び詳細不明の損傷 

S20-S29 胸部＜郭＞損傷 S20 胸部＜郭＞の表在損傷 
S21 胸部＜郭＞の開放創 
S22 肋骨，胸骨及び胸椎骨折 
S23 胸部＜郭＞の関節及び靱帯の脱臼，捻挫及びストレイン 
S24 胸部＜郭＞の神経及び脊髄の損傷 
S25 胸部＜郭＞の血管損傷 
S26 心臓損傷 
S27 その他及び詳細不明の胸腔内臓器の損傷 
S28 胸部＜郭＞の挫滅損傷及び外傷性切断 
S29 胸部＜郭＞のその他及び詳細不明の損傷 

S30-S39 腹部，下背部，腰椎及び
骨盤部の損傷 
 

S30 腹部，下背部及び骨盤部の表在損傷 
S31 腹部，下背部及び骨盤部の開放創 
S32 腰椎及び骨盤の骨折 
S33 腰椎及び骨盤の関節及び靱帯の脱臼，捻挫及びストレイン 
S34 腹部，下背部及び骨盤部の神経及び脊髄の損傷 
S35 腹部，下背部及び骨盤部の血管損傷 
S36 腹腔内臓器の損傷 
S37 腎尿路生殖器及び骨盤臓器の損傷 
S38 腹部，下背部及び骨盤部の挫滅損傷及び外傷性切断 
S39 腹部，下背部及び骨盤部のその他及び詳細不明の損傷 
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中分類 ICD10 3 桁コード 
S40-S49 肩及び上腕の損傷 S40 肩及び上腕の表在損傷 

S41 肩及び上腕の開放創 
S42 肩及び上腕の骨折 
S43 肩甲＜上肢＞帯の関節及び靱帯の脱臼，捻挫及びストレイン 
S44 肩及び上腕の神経損傷 
S45 肩及び上腕の血管損傷 
S46 肩及び上腕の筋及び腱の損傷 
S47 肩及び上腕の挫滅損傷 
S48 肩及び上腕の外傷性切断 
S49 肩及び上腕のその他及び詳細不明の損傷 

S50-S59 肘及び前腕の損傷 S50 前腕の表在損傷 
S51 前腕の開放創 
S52 前腕の骨折 
S53 肘の関節及び靱帯の脱臼，捻挫及びストレイン 
S54 前腕の神経損傷 
S55 前腕の血管損傷 
S56 前腕の筋及び腱の損傷 
S57 前腕の挫滅損傷 
S58 前腕の外傷性切断 
S59 前腕のその他及び詳細不明の損傷 

S60-S69 手首及び手の損傷 S60 手首及び手の表在損傷 
S61 手首及び手の開放創 
S62 手首及び手の骨折 
S63 手首及び手の関節及び靱帯の脱臼，捻挫及びストレイン 
S64 手首及び手の神経損傷 
S65 手首及び手の血管損傷 
S66 手首及び手の筋及び腱の損傷 
S67 手首及び手の挫滅損傷 
S68 手首及び手の外傷性切断 
S69 手首及び手のその他及び詳細不明の損傷 

S70-S79 股関節部及び大腿の損傷 S70 股関節部及び大腿の表在損傷 
S71 股関節部及び大腿の開放創 
S72 大腿骨骨折 
S73 股関節部の関節及び靱帯の脱臼，捻挫及びストレイン 
S74 股関節部及び大腿の神経損傷 
S75 股関節部及び大腿の血管損傷 
S76 股関節部及び大腿の筋及び腱の損傷 
S77 股関節部及び大腿の挫滅損傷 
S78 股関節部及び大腿の外傷性切断 
S79 股関節部及び大腿のその他及び詳細不明の損傷 

S80-S89 膝及び下腿の損傷 S80 下腿の表在損傷 
S81 下腿の開放創 
S82 下腿の骨折，足首を含む 
S83 膝の関節及び靱帯の脱臼，捻挫及びストレイン 
S84 下腿の神経損傷 
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中分類 ICD10 3 桁コード 
S85 下腿の血管損傷 
S86 下腿の筋及び腱の損傷 
S87 下腿の挫滅損傷 
S88 下腿の外傷性切断 
S89 下腿のその他及び詳細不明の損傷 

S90-S99 足首及び足の損傷 S90 足首及び足の表在損傷 
S91 足首及び足の開放創 
S92 足の骨折，足首を除く 
S93 足首及び足の関節及び靱帯の脱臼，捻挫及びストレイン 
S94 足首及び足の神経損傷 
S95 足首及び足の血管損傷 
S96 足首及び足の筋及び腱の損傷 
S97 足首及び足の挫滅損傷 
S98 足首及び足の外傷性切断 
S99 足首及び足のその他及び詳細不明の損傷 

T00-T07 多部位の損傷 T00 多部位の表在損傷 
T01 多部位の開放創 
T02 多部位の骨折 
T03 多部位の脱臼，捻挫及びストレイン 
T04 多部位の挫滅損傷 
T05 多部位の外傷性切断 
T06 多部位のその他の損傷，他に分類されないもの 
T07 詳細不明の多発性損傷 

T08-T14 部位不明の体幹もしくは
（四）肢の損傷又は部位不明の損
傷 

T08 脊椎骨折，部位不明 
T09 脊椎及び体幹のその他の損傷，部位不明 
T10 上肢の骨折，部位不明 
T11 上肢のその他の損傷，部位不明 
T13 下肢のその他の損傷，部位不明 
T14 部位不明の損傷 

 
表 10 血液腫瘍に関連する ICD10 コード 

中分類 ICD10 3 桁コード 
C76-C80 部位不明確，続発部位
及び部位不明の悪性新生物＜腫瘍
＞ 

C79 その他の部位及び部位不明の続発性悪性新生物＜腫瘍＞ 
うち下記の傷病コードのみ 
8844349 悪性リンパ腫骨髄浸潤 
8842125 骨髄性白血病骨髄浸潤 
8842126 成人Ｔ細胞白血病骨髄浸潤 
8842127 リンパ性白血病骨髄浸潤 

C81-C96 リンパ組織，造血組織
及び関連組織の悪性新生物＜腫瘍
＞，原発と記載された又は推定さ
れたもの 

C81 ホジキン＜Hodgkin＞リンパ腫 
C82 ろ＜濾＞胞性リンパ腫 
C83 非ろ＜濾＞胞性リンパ腫 
C84 成熟 T/NK 細胞リンパ腫 
C85 非ホジキン＜non-Hodgkin＞リンパ腫のその他及び詳細不明の型 
C86T/NK 細胞リンパ腫のその他の明示された型 
C88 悪性免疫増殖性疾患 
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C90 多発性骨髄腫及び悪性形質細胞性新生物＜腫瘍＞ 
C91 リンパ性白血病 
C92 骨髄性白血病 
C93 単球性白血病 
C94 細胞型の明示されたその他の白血病 
C95 細胞型不明の白血病 
C96 リンパ組織，造血組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性
新生物＜腫瘍＞ 

D37-D48 性状不詳又は不明の新
生物＜腫瘍＞ 

D46 骨髄異形成症候群 

D47 リンパ組織，造血組織及び関連組織の性状不詳又は不明のその他
の新生物＜腫瘍＞ 

 
表 11 悪性腫瘍に関連する ICD10 コード 

中分類 ICD10 3 桁コード 
C00-C14 口唇，口腔及び咽頭の
悪性新生物＜腫瘍＞ 

C00 口唇の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C00-C14 口唇，口腔及び咽頭の
悪性新生物＜腫瘍＞ 

C01 舌根＜基底＞部の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C02 舌のその他及び部位不明の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C03 歯肉の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C04 口（腔）底の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C05 口蓋の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C06 その他及び部位不明の口腔の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C07 耳下腺の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C08 その他及び部位不明の大唾液腺の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C09 扁桃の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C15-C26 消化器の悪性新生物＜
腫瘍＞ 

C10 中咽頭の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C11 鼻＜上＞咽頭の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C12 梨状陥凹＜洞＞の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C13 下咽頭の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C14 その他及び部位不明確の口唇，口腔及び咽頭の悪性新生物＜腫瘍
＞ 
C15 食道の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C16 胃の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C17 小腸の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C18 結腸の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C19 直腸 S 状結腸移行部の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C20 直腸の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C21 肛門及び肛門管の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C22 肝及び肝内胆管の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C23 胆のう＜嚢＞の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C24 その他及び部位不明の胆道の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C25 膵の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C30-C39 呼吸器及び胸腔内臓器
の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C30 鼻腔及び中耳の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C31 副鼻腔の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C32 喉頭の悪性新生物＜腫瘍＞ 
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中分類 ICD10 3 桁コード 
C33 気管の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C34 気管支及び肺の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C37 胸腺の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C38 心臓，縦隔及び胸膜の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C40-C41 骨及び関節軟骨の悪性
新生物＜腫瘍＞ 

C40（四）肢の骨及び関節軟骨の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C41 その他及び部位不明の骨及び関節軟骨の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C43-C44 皮膚の黒色腫及びその
他の皮膚の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C43 皮膚の悪性黒色腫 
C44 皮膚のその他の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C45-C49 中皮及び軟部組織の悪
性新生物＜腫瘍＞ 

C45 中皮腫 
C46 カポジ＜Kaposi＞肉腫 
C47 末梢神経及び自律神経系の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C48 後腹膜及び腹膜の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C50 乳房の悪性新生物＜腫瘍＞ C50 乳房の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C51-C58 女性生殖器の悪性新生
物＜腫瘍＞ 

C51 外陰（部）の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C52 腟の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C53 子宮頚部の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C54 子宮体部の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C55 子宮の悪性新生物＜腫瘍＞，部位不明 
C56 卵巣の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C57 その他及び部位不明の女性生殖器の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C58 胎盤の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C60-C63 男性生殖器の悪性新生
物＜腫瘍＞ 

C60 陰茎の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C61 前立腺の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C62 精巣＜睾丸＞の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C63 その他及び部位不明の男性生殖器の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C64-C68 腎尿路の悪性新生物＜
腫瘍＞ 
 

C64 腎盂を除く腎の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C65 腎盂の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C66 尿管の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C67 膀胱の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C68 その他及び部位不明の尿路の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C69-C72 眼，脳及びその他の中
枢神経系の部位の悪性新生物＜腫
瘍＞ 

C69 眼及び付属器の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C70 髄膜の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C71 脳の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C72 脊髄，脳神経及びその他の中枢神経系の部位の悪性新生物＜腫瘍
＞ 

C73-C75 甲状腺及びその他の内
分泌腺の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C73 甲状腺の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C74 副腎の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新生物＜腫瘍＞ 

C76-C80 部位不明確，続発部位
及び部位不明の悪性新生物＜腫瘍
＞ 

C76 その他及び部位不明確の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新生物＜腫瘍＞ 
C78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物＜腫瘍＞ 
C80 悪性新生物＜腫瘍＞，部位が明示されていないもの 
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表 12 透析に関する診療報酬区分 
節 款別 診療報酬区分 

（第 1 章 基本診療料 第 2 部 入院料等） 
第 1 節入院基本料  A100,101 
（第 2 章 特掲診療料 第 1 部 医学管理等） 

第 2 節 在宅療養指導管理料 
第１款 在宅療養指導管理料 C102,102-2 
第２款 在宅療養指導管理材料加算 C154ー156 

（第 2 章 特掲診療料 第 9 部 処置） 
第 1 節 処置料  J038,038-2,042 
（第 2 章 特掲診療料 第 10 部 手術） 
第 1 節 手術料 第 9 款 腹部 K635-3 

 
表 13 腎性貧血に関する ICD10 コード  

中分類 ICD10 3 桁コード 
N17-N19 腎不全 N18 慢性腎臓病 
 N19 詳細不明の腎不全 

 
表 14 血液疾患に関する ICD10 コード  

中分類 ICD10 3 桁コード 
D50-D53 栄養性貧血 
 

D50 鉄欠乏性貧血 
D51 ビタミン B12 欠乏性貧血 
D52 葉酸欠乏性貧血 
D53 その他の栄養性貧血 

D55-D59 溶血性貧血 D55 酵素障害による貧血 
D56 サラセミア＜地中海貧血＞ 
D57 鎌状赤血球障害 
D58 その他の遺伝性溶血性貧血 
D59 後天性溶血性貧血 

D60-D64 無形成性貧血及びその
他の貧血 

D60 後天性赤芽球ろう＜癆＞［赤芽球減少症］ 
D61 その他の無形成性貧血 
D62 急性出血後貧血 
D64 その他の貧血 

 
表 15 腎尿路生殖器系に関する ICD10 コード  

中分類 ICD10 3 桁コード 
D10-D36 良性新生物＜腫瘍＞ D25 子宮平滑筋腫 

N92 過多月経，頻発月経及び月経不順 
N93 子宮及び腟のその他の異常出血 

 
Ｃ．研究結果・考察 
 
１．200mL献血由来の血液製剤別の年齢別処方状況 

 
図 3 に200mL献血由来の血液製剤別処方量の

推移を示す。全血製剤、赤血球製剤、血漿製剤の処
方量は年々減少傾向あった。全血製剤と血小板製

剤は処方量が少なく、2020年では130袋、402袋で
あった。全血製剤と赤血球製剤、血小板製剤は、70
歳以上の高齢層で使用されており、令和3年度の
JMDCレセプトを用いた解析では捕捉できていなか
った結果となった。 

血漿製剤は、主に10歳未満の小児で多く使用さ
れていた。 
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図 3 200mL 献血由来の血液製剤別の処方量の推移 

 
２．200mL献血由来の血液製剤の処方傷病分類 

 
200mL献血由来の血液製剤の処方傷病分類につい

て、図 4：全血製剤、図 5：赤血球製剤、図 6：血漿
製剤、図 7：血小板製剤に示す。 

NDBのガイドラインでは、当該情報の患者数が10
未満である場合、処方数等の集計に含めてはいけない
こととなっている。そのため、一部結果については非
掲載としている。 

図 4：全血製剤は、処方量自体が少ないが、総処方
量の多い順に、外傷(22.7%)、悪性腫瘍(14.5%)、手術
(14.0%)の順に使用されていた。 

図  5：赤血球製剤は、手術(30.5%)、血液腫瘍
(14.4%)、悪性腫瘍(11.9%)の順で使用されていた。年

代別では、0-19歳：手術(36.0%)、血液腫瘍(22.5%)、
悪性腫瘍(10.5%)、20-26歳：手術(30.0%)、血液腫瘍
(18.8%)、悪性腫瘍(12.9%)、70-100歳：手術(29.2%)、
外傷(14.8%)、悪性腫瘍(11.9%)であった。 

図 6：血漿製剤は、手術(60.7%)、出産関係(6.1%)、
血液疾患(4.8%)の順で使用されていた。年代別では、
0-19歳：手術(65.0%)、出産関係 (5.9%)、血液疾患
(5.7%)、20-26歳：手術(44.4%)、出産関係(14.0%)、
血液腫瘍(9.2%)、70-100歳：手術(61.1%)、外傷(7.1%)、
内視鏡手術(7.1%)であった。 

図 7：血小板製剤は、今回検討したアルゴリズムで
はいずれもその他に分類された。令和５年度の再解析
ではその他についてアルゴリズムの再検討を行う。 
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図 4：200mL 献血由来の全血製剤の処方傷病 

 
 

 
図 5：200mL 献血由来の赤血球製剤の処方傷病 
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図 6：200mL 献血由来の血漿製剤の処方傷病 

 
 

 
図 7：200mL 献血由来の血漿製剤の処方傷病 

148



Ｄ．結論 
厚生労働省が提供する匿名レセプト情報・匿名特

定健診等情報データベース（NDB：National Data Base）
のレセプトデータを用いて、2015～2020年度（6年
間）の200mL献血由来の血液製剤ごと（全血製剤、
赤血球製剤、血漿製剤、血小板製剤）に年齢階級別
処方量を集計した。また、令和３年度研究にてJMDC
データのレセプト解析で検討したアルゴリズムを用
いて、200mL献血由来の血液製剤の処方傷病を分類
した。 

その結果、以下のことが明らかになった。 
 

１．200mL献血由来の血液製剤別の年齢別処方状況 
全血製剤、赤血球製剤、血漿製剤の処方量は年々

減少傾向あった。全血製剤と血小板製剤は処方量
が少なく、2020年では130袋、402袋であった。全
血製剤と赤血球製剤、血小板製剤は、70歳以上の高
齢層で多く使用されており、令和3年度のJMDCレセ
プトを用いた解析では捕捉できていなかった結果
となった。血漿製剤は、10歳未満の小児で多く使用
されていた。 
 

２．200mL献血由来の血液製剤の処方傷病分類 
全血製剤は、処方量自体が少ないが、総処方量の

多い順に、外傷(22.7%)、悪性腫瘍(14.5%)、手術
(14.0%)の順に使用されていた。 

赤血球製剤は、手術(30.5%)、血液腫瘍(14.4%)、
悪性腫瘍(11.9%)の順で使用されていた。年代別で
は、0-19歳：手術(36.0%)、血液腫瘍(22.5%)、悪性
腫瘍(10.5%)、20-26歳：手術(30.0%)、血液腫瘍
(18.8%)、悪性腫瘍(12.9%)、70-100歳：手術(29.2%)、
外傷(14.8%)、悪性腫瘍(11.9%)であった。 

血漿製剤は、手術(60.7%)、出産関係(6.1%)、血
液疾患(4.8%)の順で使用されていた。年代別では、
0-19歳：手術(65.0%)、出産関係 (5.9%)、血液疾患
(5.7%)、20-26歳：手術(44.4%)、出産関係(14.0%)、
血液腫瘍(9.2%)、70-100歳：手術(61.1%)、外傷
(7.1%)、内視鏡手術(7.1%)であった。 

血小板製剤は、今回検討したアルゴリズムでは
全てその他に分類された。令和５年度の再解析で
はその他の分類についてアルゴリズムの再検討を
行う。 

 
要旨で述べたように、令和４年度は取得したNDB

データの個人IDに不具合があったため、患者数を含
む解析結果について提示できなかった。令和５年
度研究において、現在提供待ちのＮＤＢデータを
用いて再解析を行い、投与されている患者の特性
や、原因疾患、投与期間などの実態を明らかにする。 

 
E．健康危険情報 

特になし。 
 

F．研究発表 
1. 論文発表 
2. 学会発表 

今年度の発表はなし。 
 

G．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 

特になし。 
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